
は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
漢
文
学
史
上
、
中
国
か
ら
の
文
学
作
品
の
受
容
が
顕
著
に
現
れ
た
時
期
と

し
て
、
貴
族
の
漢
詩
文
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
・
平
安
時
代
の
第
一
期
、
禅
僧
の
漢
詩
文
に
代

表
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
の
第
二
期
、
儒
学
者
の
漢
詩
文
に
代
表
さ
れ
る
江

戸
時
代
の
第
三
期
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
時
期
の
中
で
、
第
二
期
に
あ
た
る
鎌
倉
・

室
町
期
に
お
け
る
禅
僧
の
作
品
は
、
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
長
く
敬
し
て
遠
ざ

け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

現
在
に
至
り
、
著
名
禅
僧
の
伝
記
や
、
著
名
文
筆
僧
の
作
品
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
究
は

少
し
く
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
中
国
か
ら
文
学
作
品
が
ど
の
よ
う
に
日
本
に
移
入
さ
れ
、

日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
一
連
の
過
程
に
つ
い
て
、
広
い
視
野
か

ら
の
考
究
は
進
ん
で
い
な
い
と
言
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
禅
林
に
お
い
て
中
国
文
学
作
品
を
受
容
す
る
に
際
し
、
ど
の
よ

う
に
作
品
が
選
定
さ
れ
流
布
し
た
の
か
、
禅
僧
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
解
釈
を
深

め
、
さ
ら
に
自
身
の
詩
文
製
作
に
活
か
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
そ
の
上

で
、
数
あ
る
作
品
の
中
か
ら
具
体
的
に
柳
宗
元
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
受
容
過
程
と
問

題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
文
学
作
品
受
容
の
概
略

中
国
に
お
け
る
文
学
作
品
は
、
日
本
禅
林
に
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
、
日
本
禅
林
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
中
国
に
お
け
る
文
学
界
の
状
況
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。

中
国
で
は
宋
代
よ
り
、
歴
代
の
文
人
の
詩
文
集
を
整
理
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
注
釈
を
付

け
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
数
多
く
の
別
集
が
編
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
詩
に
は
数

十
種
の
注
釈
（
書
）
が
製
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
陶
淵
明
・
韓
愈
・
柳
宗
元
・
蘇
軾
・
黄
庭

堅
と
い
っ
た
文
人
に
も
数
種
の
注
釈
（
書
）
が
製
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
特
定
の
文
人
の
詩

文
に
対
す
る
注
釈
が
製
さ
れ
る
背
景
に
は
、
当
期
の
文
学
界
に
お
け
る
風
潮
が
反
映
し
て
い

る
。
宋
代
に
な
る
と
、
文
人
同
士
が
歴
代
の
詩
文
に
つ
い
て
議
論
し
て
評
価
す
る
と
い
う
こ

と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
集
め
た
詩
話
が
製
さ
れ
る
に
至
っ
た
。『
温
公
続
詩
話
』

（
司
馬
光
著
）・『
後
山
詩
話
』（
陳
師
道
著
）・『
六
一
詩
話
』（
欧
陽
修
著
）・『
韻
語
陽
秋
』

（
葛
立
方
著
）・『
後
村
詩
話
』（
劉
克
荘
著
）・『
歳
寒
堂
詩
話
』（
張
戒
著
）・『
誠
齋
詩
話
』

（
楊
万
里
著
）・『
石
林
詩
話
』（
葉
夢
得
著
）・『
竹
坡
詩
話
』（
周
紫
芝
著
）・『
唐
子
西
文
録
』

（
強
幼
安
著
）・『
二
老
堂
詩
話
』（
周
必
大
著
）・『
冷
齋
夜
話
』（
釋
恵
洪
著
）・『
滄
浪
詩
話
』

（
厳
羽
著
）
等
の
詩
話
が
製
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
詩
話
の
中
で
議
論
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
の
が
杜
甫
で
あ
り
、
次
い
で
蘇
軾
・
柳
宗
元
・
韓
愈
等
の
、
注
釈
書
が
成
立
し
て

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容

―
―

そ
の
過
程
と
問
題
点

―
―

（
漢
文
学
研
究
室
）
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い
る
文
人
な
の
で
あ
る
。

別
集
の
種
類
が
膨
大
に
な
る
と
、
優
れ
た
作
品
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
編
集
し
た
総
集
が
製

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
、『
三
体
詩
』（
周
弼
輯
）・『
唐
音
』（
楊

子
弘
輯
）・『
唐
詩
鼓
吹
』（
元
好
問
輯
）・『
古
文
真
宝
』（
輯
者
不
明
）・『
文
章
正
宗
』（
真

徳
秀
輯
）
と
い
っ
た
総
集
が
編
ま
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
詩
話
に
つ
い
て
も
、『
詩
人
玉
屑
』

（
魏
慶
之
輯
）・『
�
渓
漁
隠
叢
話
』（
胡
仔
輯
）
と
い
っ
た
総
集
が
編
ま
れ
て
い
る
。『
�
渓

漁
隠
叢
話
』
前
集
に
限
っ
て
見
る
と
、
文
人
ご
と
に
詩
話
を
編
集
し
て
お
り
、
全
六
十
巻
中
、

杜
甫
（
巻
六
〜
十
四
）
九
巻
・
蘇
軾
（
巻
三
十
八
〜
四
十
六
）
九
巻
・
王
安
石
（
巻
三
十
三

〜
三
十
六
）
四
巻
・
韓
愈
（
巻
十
六
〜
十
八
）
三
巻
・
黄
庭
堅
（
巻
四
十
七
〜
四
十
九
）
三

巻
を
占
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
文
学
界
の
動
向
は
変
化
し
た
。
後
世
の
文
人
た
ち
は
詩
話
集
を
読
む
こ
と

で
、
著
名
な
文
人
と
作
品
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
理
解
し
た
上
で
、
さ
ら
に
注
釈
の

つ
い
た
詩
文
集
に
よ
っ
て
読
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

社
会
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
宋
代
末
期
に
お
け
る
中
国
国
内
の
情
勢
は
、
モ
ン
ゴ
ル
勢

力
に
よ
っ
て
混
乱
、
荒
廃
し
た
た
め
、
中
国
禅
僧
は
国
内
で
の
活
動
に
危
惧
を
覚
え
、
新
た

な
活
動
場
所
と
し
て
の
新
天
地
を
求
め
て
い
た
。
折
し
も
日
本
で
は
、
旧
仏
教
界
が
飽
和
状

態
を
起
こ
し
、
多
く
の
宗
派
が
乱
立
し
て
覇
を
競
う
よ
う
に
な
り
、
幕
府
を
脅
か
す
存
在
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
は
そ
れ
ら
に
対
抗
す
る
新
た
な
宗
教
勢
力
を
求
め
て
い
た
。

こ
こ
に
、
新
宗
教
勢
力
を
求
め
る
日
本
幕
府
と
、
平
穏
な
土
地
で
布
教
活
動
を
望
む
中
国
禅

宗
界
の
要
求
が
一
致
し
、
中
国
禅
僧
と
日
本
禅
僧
の
往
来
が
活
発
化
す
る
の
で
あ
�る

。

日
本
に
お
い
て
、
禅
宗
伝
来
当
初
は
、
不
立
文
字
・
以
心
伝
心
と
い
っ
た
宗
旨
を
遵
守
す

る
気
風
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
禅
宗
が
広
ま
り
、
禅
林
社
会
の
勢
力
が
大
き
く
な
る
と
、

そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
禅
林
は
幕
府
や
貴
族
の
庇
護
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
幕
府
や
貴

族
も
、
仏
事
法
語
や
外
交
文
書
の
作
製
の
た
め
に
、
漢
文
の
素
養
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
禅

林
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
両
者
の
思
惑
が
合
致
し
、
結
び
つ
き
が
緊
密
に
な
る
。

幕
府
や
貴
族
は
、
殊
の
ほ
か
中
国
の
最
新
の
禅
宗
文
化
、
就
中
文
学
に
対
し
て
大
い
に
関
心

を
抱
い
て
い
た
た
め
、
中
国
か
ら
の
渡
来
僧
、
及
び
中
国
に
渡
り
彼
の
地
の
文
学
を
吸
収
し

て
き
た
僧
を
重
宝
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
中
の
交
流
が
活
発
に
な
る
と
、
彼
の
地
の
作
品
集
も
盛
ん
に
流
入
さ
れ
る
。
彼
の
地
の

斬
新
な
文
学
は
禅
僧
を
魅
了
し
、
多
く
の
禅
僧
が
自
身
の
詩
文
製
作
に
活
か
す
た
め
、
宗
旨

か
ら
離
れ
て
文
学
習
得
に
励
む
よ
う
に
な
る
。
そ
の
傾
向
は
既
に
南
北
朝
時
代
に
顕
著
に
現

れ
る
。
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
虎
関
師
錬
は
博
識
で
知
ら
れ

る
が
、
そ
の
著
書
『
済
北
集
』
詩
話
の
中
で
は
、
陶
淵
明
・
李
白
・
王
羲
之
・
杜
甫
・
元

�
・
白
居
易
・
王
維
・
孟
浩
然
・
韋
応
物
・
韓
愈
・
柳
宗
元
・
黄
庭
堅
・
蘇
軾
・
林
和
靖
・

王
陽
修
・
梅
聖
兪
・
王
安
石
・
楊
萬
里
等
の
作
品
に
関
す
る
記
述
や
、『
詩
人
玉
屑
』・『
�

渓
漁
隠
叢
話
』・『
古
今
詩
話
』
と
い
っ
た
詩
話
集
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
期

の
中
国
文
学
界
の
影
響
の
反
映
と
解
さ
れ
る
。

多
く
の
禅
僧
が
外
集
習
得
に
励
み
、
そ
の
結
果
、
中
国
の
詩
文
集
に
対
す
る
需
要
が
高
ま

っ
て
く
る
と
、
中
国
よ
り
将
来
し
た
書
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
お

い
て
も
中
国
の
印
刷
技
術
を
導
入
し
て
、
印
刷
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し

て
五
山
を
中
心
と
し
て
開
版
さ
れ
た
版
本
を
総
称
し
て
五
山
版
と
呼
ん
で
い
る
。
仏
典
や
中

国
僧
の
語
録
等
が
刊
行
さ
れ
る
一
方
で
、
中
国
の
文
人
の
詩
文
集
も
多
種
に
わ
た
っ
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
集
部
釈
氏
以
外
の
五
山
版
に
は
杜
甫
・
韓
愈
・
柳
宗
元
・
胡
曽
・
蘇
軾
・
黄

庭
堅
・
陳
与
義
・
楊
万
里
・
陸
游
・
趙
孟
�
・
范
�
・
掲
�
斯
・
虞
集
の
別
集
、『
三
体
詩
』・

『
唐
朝
四
賢
精
詩
』・『
江
湖
風
月
集
』・『
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』・『
中
州
集
』・『
皇
元
風

雅
』・『
金
玉
編
』・『
澹
游
集
』・『
古
文
真
宝
』・『
雅
頌
正
音
』
と
い
っ
た
総
集
、『
詩
人
玉

屑
』・『
詩
法
源
流
』
と
い
っ
た
詩
話
集
が
選
ば
れ
て
い
�る

。

五
山
版
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
禅
僧
が
大
陸
の
文
学
を
消
化
す
る
下
準
備
が
よ
う
や
く

整
っ
た
こ
と
に
な
る
。
詩
文
集
の
作
品
を
読
解
す
る
に
当
た
り
、
作
品
に
付
さ
れ
て
い
る
注

釈
を
丹
念
に
理
解
し
、
辞
書
の
役
割
を
担
っ
た
韻
書
や
類
書
を
利
用
し
、
他
の
作
品
と
比
較

太

田

亨

（２８）２２３



し
な
が
ら
作
品
理
解
を
深
め
て
い
く
作
業
が
行
わ
れ
た
。
や
が
て
、
禅
僧
間
に
お
い
て
作
品

解
釈
に
つ
い
て
の
議
論
・
講
義
活
動
が
活
発
に
な
る
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
五
山
版
作
品
集

の
中
に
は
、
禅
僧
が
解
釈
の
た
め
に
行
っ
た
書
き
込
み
や
講
義
録
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
存
す
る
。
出
版
事
業
の
拡
大
は
、
中
世
禅
林
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容
を
一

変
さ
せ
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

時
代
が
下
る
と
、
様
々
な
議
論
・
講
義
活
動
の
下
、
各
作
品
に
対
す
る
読
解
が
進
み
、
禅

林
に
お
け
る
解
釈
が
溢
れ
、
つ
い
に
は
中
国
詩
文
注
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
禅
僧
独
自
の
解
釈

が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
禅
僧
は
そ
れ
ら
の
解
釈
を
、
備
忘
の
た
め
、
さ
ら
な
る
解
釈
深

化
の
た
め
、
ま
た
後
世
の
僧
に
示
す
た
め
に
、
便
宜
を
は
か
っ
て
書
き
記
し
て
お
く
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
を
一
般
に
抄
物
と
呼
ぶ
。
こ
の
場
合
の
「
抄
」
と
は
注
釈
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

現
在
、
杜
詩
抄
・
柳
文
抄
・
長
恨
歌
琵
琶
行
抄
・
胡
曽
詩
抄
・
東
坡
詩
抄
・
山
谷
詩
抄
・
瀟

湘
八
景
詩
抄
・
蒲
室
集
抄
・
全
相
二
十
四
孝
詩
選
抄
・
三
体
詩
抄
・
中
興
禅
林
風
月
集
抄
・

江
湖
風
月
集
抄
・
文
選
表
解
・
古
文
真
宝
抄
・
聯
珠
詩
格
抄
・
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
抄
等
、

様
々
な
作
品
に
関
す
る
抄
物
が
残
さ
れ
て
い
�る

。

禅
僧
は
早
く
か
ら
多
く
の
文
学
作
品
を
消
化
し
、
禅
僧
自
身
が
詩
文
作
品
を
詠
出
し
て
い

る
。
南
北
朝
時
代
に
は
既
に
虎
関
師
錬
（『
済
北
集
』）・
中
巌
円
月
（『
東
海
一
�
集
』）・
雪

村
友
梅
（『
岷
峨
集
』）・
夢
巌
祖
応
（『
旱
霖
集
』）・
義
堂
周
信
（『
空
華
集
』）
等
、
名
だ
た

る
禅
僧
が
自
身
の
文
学
作
品
を
製
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
時
期
が
降
り
、
外
集
受
容
が
深

ま
る
に
つ
れ
一
層
強
く
な
り
、
室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
、
多
く
の
禅
僧
が
作
品
集
を
製
す

る
よ
う
に
な
る
。

以
上
が
、
中
国
の
文
学
作
品
が
日
本
禅
林
に
伝
来
し
て
か
ら
、
禅
僧
が
作
品
を
詠
出
す
る

に
至
る
ま
で
の
概
略
で
あ
る
。
次
項
以
下
で
は
、
中
国
に
お
け
る
一
人
の
文
人
の
文
学
作
品

に
着
目
し
、
い
か
に
禅
林
に
伝
来
し
て
浸
透
し
た
の
か
、
そ
の
深
化
の
過
程
を
見
て
み
た
い
。

二
、
中
国
に
お
け
る
柳
宗
元
の
作
品
に
対
す
る
評
価

代
表
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
柳
宗
元
で
あ
る
。
ま
ず
、
柳
宗
元
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

簡
単
に
紹
介
す
る
。

柳
宗
元
は
、
字
を
子
厚
、
大
暦
八
年
（
７７３
）
に
生
ま
れ
、
元
和
十
四
年
（
８１９
）
に
没
し
た
。

中
唐
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
る
。
貞
元
九
年
（
７９３
）、
二
十
一
歳
の
時
に
進
士
に
及
第
し
、

青
年
期
に
中
央
の
政
界
で
活
躍
す
る
。
し
か
し
、
政
争
に
敗
れ
、
貞
元
二
一
年
（
８０５
）、
永

州
に
左
遷
さ
れ
、
こ
の
地
で
十
年
間
滞
在
し
た
後
、
元
和
十
年
（
８１５
）、
今
度
は
柳
州
に
左

遷
さ
れ
、
そ
の
地
で
生
涯
を
終
え
る
。
僻
地
に
左
遷
さ
れ
た
間
、
自
然
に
親
し
み
、
禅
宗
に

も
深
く
傾
倒
す
る
。
不
遇
な
境
遇
の
中
で
、
数
多
く
の
詩
文
作
品
を
製
し
、
そ
れ
ら
が
今
日

に
伝
わ
っ
て
い
る
。
数
多
く
の
山
水
詩
を
製
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
山
水
詩
の
祖
と
称
さ

れ
、
同
時
に
古
文
復
興
を
提
唱
し
た
人
物
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

柳
宗
元
の
作
品
は
、
死
後
、
そ
の
友
人
の
劉
夢
得
が
編
集
し
、
世
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

南
宋
時
代
に
お
い
て
は
種
種
の
別
集
が
編
ま
れ
て
お
り
、『
柳
文
音
義
』『
詁
訓
柳
先
生
文
集
』

『
増
広
注
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集
』『
新
刊
増
百
家
詳
補
注
唐
柳
先
生
文
』『
五
百
家
注
唐
柳
先

生
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
�る

。
柳
文
集
の
基
礎
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
穆
修
は
、「
唐
柳
先
生

集
後
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

唐
之
文
章
、
初
未
去
周
隋
五
代
之
気
、
中
間
称
得
李
杜
、
其
才
始
用
為
勝
、
而
号
専
雄

歌
詩
、
道
未
極
渾
備
。
至
韓
柳
氏
起
、
然
後
能
大
吐
古
人
之
文
、
其
言
與
仁
義
相
華
実

而
不
雑
。

唐
の
文
章
は
、
初
め
未
だ
周
・
隋
・
五
代
の
気
を
去
ら
ず
、
中
間
に
称
へ
て
李
杜
を
得
、

其
の
才

始
め
て
用
ひ
ら
れ
て
勝
と
為
し
、
而
し
て
専
雄
の
歌
詩
と
号
す
も
、
道
は
未
だ

渾
べ
て
備
ふ
る
を
極
め
ず
。
韓
・
柳
氏
の
起
こ
る
に
至
り
、
然
る
後
能
く
大
ひ
に
古
人
の

文
を
吐
き
、
其
の
言
は
仁
義
と
相
華
実
し
て
雑
ら
ず
。

こ
こ
で
は
、
韓
愈
と
柳
宗
元
の
出
現
に
よ
っ
て
古
人
の
文
を
大
成
し
、
仁
義
を
含
み
、
形
式

と
内
容
と
も
に
優
れ
た
文
章
を
創
出
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（２９）２２２

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容



宋
の
蘇
軾
は
「
答
程
全
父
推
官
」（『
東
坡
続
集
』
巻
七
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

流
転
海
外
、
如
逃
深
谷
、
既
無
與
晤
語
者
、
又
書
籍
挙
無
有
、
惟
陶
淵
明
一
集
、
柳
子

厚
詩
文
数
冊
、
常
置
左
右
、
目
為
二
友
。

海
外
に
流
転
し
、
深
谷
に
逃
ぐ
る
が
如
く
、
既
に
與
に
晤
語
す
る
者
無
く
、
又
た
書
籍
は

挙
す
る
も
有
る
こ
と
無
く
、
惟
だ
陶
淵
明
一
集
、
柳
子
厚
詩
文
数
冊
、
常
に
左
右
に
置
き
、

目
し
て
二
友
と
為
す
の
み
。

蘇
軾
が
中
国
の
南
端
、
現
在
の
海
南
島
に
流
さ
れ
て
い
た
と
き
、
程
全
父
に
送
っ
た
手
紙
で

あ
る
。
左
遷
さ
れ
た
蘇
軾
に
と
っ
て
、
陶
淵
明
と
柳
宗
元
の
作
品
集
は
唯
一
の
慰
め
と
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の
陸
游
も
詩
話
『
老
学
庵
筆
記
』
巻
九
に
お
い
て
言
及

し
て
い
る
。

東
坡
在
嶺
海
間
、
最
喜
読
陶
淵
明
・
柳
子
厚
二
集
、
謂
之
南
遷
二
友
。

東
坡

嶺
海
の
間
に
在
り
て
、
最
も
喜
び
て
陶
淵
明
・
柳
子
厚
の
二
集
を
読
み
、
之
を
南

遷
の
二
友
と
謂
ふ
。

蘇
軾
が
海
南
島
に
流
さ
れ
て
い
た
と
き
に
柳
宗
元
を
愛
し
て
い
た
と
い
う
逸
話
は
流
布
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
呂
本
中
は
詩
話
『
童
蒙
詩
訓
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

韓
退
之
文
渾
大
広
遠
難
窺
測
、
柳
子
厚
文
分
明
見
規
模
次
第
。
学
者
當
先
学
柳
文
後
熟

読
韓
文
、
則
工
夫
自
見
。

韓
退
之
の
文
は
渾
大
広
遠
に
し
て
窺
測
し
難
く
、
柳
子
厚
の
文
は
分
明
に
し
て
規
模
次
第

を
見
る
。
学
者
は
當
に
先
づ
柳
文
を
学
び
て
後
に
韓
文
を
熟
読
す
れ
ば
、
則
ち
工
夫
自
ら

見
る
べ
し
。

韓
愈
の
文
章
が
純
一
で
大
き
く
広
が
り
を
見
せ
る
の
に
対
し
、
柳
宗
元
の
文
章
は
文
意
が
明

ら
か
で
あ
り
、
論
の
構
成
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
文
章
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
柳
宗
元
の
文
を
学
び
、
次
い
で
韓
愈
の
文
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
。

宋
代
に
お
い
て
、
柳
宗
元
作
品
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
著
名
文
人
が
愛
玩
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
風
潮
が
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
と
思

わ
れ
る
。

三
、
柳
宗
元
集
の
日
本
禅
林
へ
の
移
入

中
国
宋
代
に
お
い
て
、
柳
宗
元
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
種
種
の
別
集
が
編
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
上
述
の
ご
と
く
、
中
国
禅
林
と
日
本
禅
林
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る

と
、
中
国
文
学
界
の
風
潮
を
反
映
し
な
が
ら
、
多
種
の
作
品
集
が
流
入
す
る
こ
と
と
な
り
、

柳
宗
元
の
作
品
集
も
そ
の
中
の
一
つ
に
含
ま
れ
て
い
た
。

文
章
家
の
代
表
と
し
て
名
高
い
柳
宗
元
の
作
品
集
は
、
い
ち
早
く
考
究
の
対
象
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
増
廣
註
釈
音
辯
唐
柳
先
生
集
』
に
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
は
写
本
で
あ
り
、
本
文
に
は
訓
点
が
施
さ
れ
、
若
干
の
奥
書

を
含
ん
で
い
る
。
巻
四
十
三
末
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
詩
両
巻
論
談
後
移
朱
点
而
已
。
正
和
元
年
十
一
月
九
日
志
於
武
州
金
沢
之
学
校
。
近

江
州
人
事
聡
達
行
年
三
十
三
。

此
の
詩
の
両
巻
は
論
談
の
後

朱
点
を
移
す
の
み
。
正
和
元
年
十
一
月
九
日

武
州
金
沢

の
学
校
に
志
す
。
近
江
州
人
事
の
聡
達

行
年
三
十
三
。

ま
た
附
録
末
の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

正
和
元
年
九
月
廿
七
日
、
於
武
州
六
浦
金
澤
学
校
書
写
畢
。
但
中
間
四
十
二
三
遺
乏
。

追
可
書
歟
。
江
州
貫
人
破
僧
聡
達
、
行
年
三
十
三
、
誌
之
。

正
和
元
年
十
月
三
日
、
講
畢
。
遺
四
十
二
三
之
巻
。

正
和
元
年
九
月
廿
七
日
、
武
州
六
浦
金
澤
学
校
に
於
い
て
書
写
し
畢
る
。
但
し
中
間
の
四

十
二
三
遺
乏
す
。
追
ひ
て
書
す
べ
き
か
。
江
州
貫
人
破
僧
聡
達
、
行
年
三
十
三
、
之
を
誌

す
。

正
和
元
年
十
月
三
日
、
講
畢
る
。
四
十
二
三
の
巻
を
遺
す
。

附
録
末
の
奥
書
は
二
度
に
わ
た
っ
て
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
最
初
の
奥
書
き
で
、
正
和

太

田

亨

（３０）２２１



元
年
（
一
三
一
二
）
九
月
二
十
七
日
に
聡
達
な
る
僧
が
武
蔵
国
の
金
沢
学
校
に
お
い
て
書
写

し
終
わ
る
が
、
巻
四
十
二
と
四
十
三
は
残
っ
て
お
り
、
後
に
追
記
す
る
必
要
を
言
う
。
そ
し

て
二
度
目
の
奥
書
き
で
、
十
月
三
日
に
講
義
を
終
え
た
が
、
巻
四
十
二
と
四
十
三
を
書
き
記

し
て
い
な
い
と
す
る
。
次
い
で
、
巻
四
十
三
末
を
見
る
と
、
十
一
月
九
日
、
両
巻
の
訓
点
を

書
き
記
し
終
わ
っ
た
と
あ
り
、
本
書
が
成
立
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

考
究
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
早
い
時
期
に
当
た
り
、
ま
だ
日
本
に
お
い
て

柳
宗
元
の
作
品
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
頃
、
書
写
し
て
自
身
の
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
巻
四
「
弁
文
子
」
に
は
次
の
よ
う
に
墨
書
に
よ
る
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ケ
リ

文
子
書
十
二
篇
、
其
傳
曰
、
老
子
弟
子
。
其
辞
時
有
レ

若
レ

可
レ

取
、
其
指
意
、
皆
本
老

シ

ナ
リ

シ

ス
ル

シ

ノ

シ

子
一

。
然
考
其
書
一

、
盖
駁
書
也
。
其
渾
而
類
者
少
、
竊
取
他
書
以

ス
ル

合
レ

之
者
多
。
凡
孟

ノ

子
輩
數
家
、
皆

ラ
ル

見
二

剽
セ

竊
一

、
嶢
然
而
出
其
類
一

。
其
意
緒
文
辭
、
叉
牙
相
抵
而
不
レ

合
。

ス
ル

モ
シ
ク

ナ
シ

セ
リ

不
レ

知
人
之
増
益
之
歟
。
或
者
衆
為
聚
斂
一

以
成
其
書
一

歟
。
然
觀
二

其
往
往
有
レ

可
レ

立

ル

セ
ル

ノ

者
一

、
又
頗
惜

ムレ

之
。
憫
二

其
為

ルレ

之
也

セ
ル

勞
一

。
今
刋
去
謬
悪
乱
雜
者
一

、
取
其
似
レ

是
者
一

、

シ

又
頗
為
發
其
意
一

、
蔵

ム二

於
家
一

。

こ
れ
ら
の
訓
点
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
柳
宗
元
の
作
品
集
が
流
入
し
た
当
初
よ
り
、
ま
ず

は
訓
読
を
し
て
作
品
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
訓
読
方
法
に
関
し
て
も
、
既

に
現
在
と
同
様
の
手
法
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
期
に
流
入
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
が
『
増
廣
註
釈
音
辯
唐
柳
先
生
集
』（
以
下

『
音
弁
本
』
と
略
称
）
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
巻
二
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

増
廣
註
釈
音
弁
本
無
披
沙
揀
金
・
迎
春
日
・
記
里
鼓
之
三
賦
。
今
以
音
註
本
而
写
加
之
。

音
註
云
、
今
躰
賦
三
首
之
目
録
。

『
増
廣
註
釈
音
弁
本
』
に
披
沙
揀
金
・
迎
春
日
・
記
里
鼓
の
三
賦
無
し
。
今
『
音
註
本
』

を
以
て
写
し
て
之
を
加
ふ
。『
音
註
』
に
云
ふ
、
今
賦
に
三
首
の
目
録
を
躰
す
、
と
。

『
音
弁
本
』
と
同
時
に
『
音
註
本
』
も
日
本
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
音
註
本
』

が
い
か
な
る
書
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。

中
世
禅
林
初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）
に
お
い
て
は
、『
音
弁
本
』

や
『
音
註
本
』
を
用
い
、
訓
読
を
し
て
柳
宗
元
の
膨
大
な
作
品
を
読
解
し
て
い
た
様
相
が
窺

え
る
。
中
国
に
お
い
て
高
く
評
さ
れ
て
い
る
作
品
を
、
い
ち
早
く
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

四
、
五
山
版
の
刊
行

日
本
に
お
い
て
印
刷
技
術
が
発
達
し
て
い
な
い
時
期
に
お
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
中
国

側
刊
本
の
別
集
を
書
写
し
な
が
ら
考
究
を
重
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
旨
か
ら
逸
脱
し
、

外
学
に
耽
る
禅
僧
が
増
え
る
と
、
作
品
集
の
需
要
が
高
ま
り
、
五
山
版
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
杜
甫
・
韓
愈
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅
と
い
っ
た
別
集
が
五
山
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
中
、

柳
宗
元
の
詩
文
集
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文
集
』（
以
下
『
五
百
家
本
』
と
略
称
）

も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
『
柳
文
抄
』
の
「
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

日
本
ヘ
ハ
音
辯
本
カ
最
初
ニ
来
。
其
後
五
百
家
来
カ
、
五
百
家
ニ
ハ
孫
注
カ
ワ
ル
イ
事

ヲ
シ
タ
。
近
比
音
義
本
来
、
此
ハ
重
宝
也
。
音
辯
本
ハ
无
用
也
。
韓
文
考
異
本
ハ
朱
熹

カ
考
ヘ
タ
ホ
ト
ニ
最
重
宝
也
。

宋
代
に
数
種
の
柳
文
集
が
製
さ
れ
た
が
、
日
本
禅
林
に
は
、『
音
弁
本
』
↓
『
五
百
家
本
』

↓
『
音
義
本
』
の
順
番
で
、
三
種
の
注
釈
書
が
伝
来
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
音
弁
本
』
は

『
増
廣
註
釈
音
辯
唐
柳
先
生
集
』、『
五
百
家
本
』
は
『
新
刊
五
百
家
註
音
辯
唐
柳
先
生
文

集
』、『
音
義
本
』
は
現
在
佚
書
で
あ
る
『
柳
文
音
義
』
の
こ
と
で
あ
る
。

『
五
百
家
本
』
は
、
南
宋
時
代
、
魏
仲
挙
が
慶
元
六
年
（
一
二
〇
〇
）
に
刻
刊
し
、
正
集

四
十
五
巻
・
外
集
二
巻
・
新
編
外
集
一
巻
・
龍
城
録
二
巻
・
附
録
四
巻
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、『
音
弁
本
』
に
比
べ
て
新
し
い
だ
け
で
な
く
、
注
釈
の
量
が
格
段
に
多

く
、
し
か
も
そ
の
注
釈
に
は
典
故
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
解
釈
に
即
し
た
も
の
を
多
分
に
含

ん
で
い
る
。
日
本
で
も
五
山
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
正
集
四
十
五
巻
・
首
一
巻
で
構
成
さ
れ

（３１）２２０
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て
い
る
。
刊
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

祖
在
唐
山
福
州
境
界
。
福
建
行
省
興
化
路
�
田
県
仁
徳
里
台
諫
坊
住
人
兪
良
甫
、
久
住

日
本
京
城
阜
近
、
幾
年
労
鹿
至
今
喜
成
矣
。
歳
次
丁
卯
仲
秋
印
題
。

祖
は
唐
山
福
州
の
境
界
に
在
り
。
福
建
行
省
興
化
路
�
田
県
仁
徳
里
台
諫
坊
の
住
人
・
兪

良
甫
、
久
し
く
日
本
京
城
阜
の
近
く
に
住
し
、
幾
年
の
労
鹿

今
に
至
り
、
成
る
を
喜

ぶ
。
歳
次
丁
卯
仲
秋
印
題
。

こ
こ
で
言
う
「
労
鹿
」
は
、「
�
碌
」「
�
累
」
の
意
で
、
�
田
県
の
方
言
で
あ
る
。
中
国
か

ら
渡
来
し
た
刻
工
・
兪
良
甫
が
、「
丁
卯
」
つ
ま
り
嘉
慶
元
年
（
一
三
七
八
年
）
に
京
都
嵯

峨
に
お
い
て
刊
行
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

五
山
版
『
五
百
家
本
』
は
、
現
在
に
お
い
て
も
他
の
五
山
版
に
比
べ
て
比
較
的
多
く
残
っ

て
い
る
。
確
認
さ
れ
る
所
蔵
機
関
に
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
（
一
五
冊
）・
国
会
図
書
館
所
蔵

（
一
一
冊
）・
書
陵
部
所
蔵
�
（
一
三
冊
）・
書
陵
部
所
蔵
�
（
一
六
冊
）・
東
北
大
学
所
蔵

（
一
七
冊
）・
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
（
一
三
冊
）・
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
（
一
二
冊
）・
成
簣

堂
文
庫
所
蔵
（
二
〇
冊
）・
天
理
図
書
館
所
蔵
（
一
四
冊
）・
龍
谷
大
学
所
蔵
（
一
七
冊
）・

杏
雨
書
屋
所
蔵
（
一
二
冊
）・
国
立
民
俗
博
物
館
所
蔵
（
四
七
冊
）・
一
誠
堂
所
蔵
（
一
八

冊
）・
東
洋
文
庫
所
蔵
�
（
一
一
冊
）・
東
洋
文
庫
所
蔵
�
（
二
〇
冊
）・
三
井
家
旧
蔵
（
一

九
冊
）・
陽
明
文
庫
所
蔵
が
存
在
す
る
。

五
山
版
『
五
百
家
本
』
が
世
に
広
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柳
文
読
解
が
深
ま
り
、
独
自
の

見
解
が
示
さ
れ
、
遂
に
講
義
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
柳
文
解

釈
の
際
に
行
っ
た
記
録
を
五
山
版
に
書
き
込
む
こ
と
も
起
こ
り
、
現
存
す
る
い
ず
れ
の
『
五

百
家
本
』
に
も
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
膨
大
な
量
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
東
北
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
五
百
家
本
』
巻
四
「
弁
文
子
」

を
例
と
し
て
あ
げ
る
。
書
き
入
れ
箇
所
に
つ
い
て
は
番
号
を
付
し
、
本
文
の
後
に
書
き
記
し

た
。

「
弁
文
子
�
」

ノ

ノ

ニ

ク

ノ

ノ

ニ

ル

文
子
書
十
二
篇
、
其
傳
�
曰
、
老
子
弟
子
。
其
辞
時
有

リレ

キ
モ
ノ

若
レ

可
カレ

取
、
其
指
意
�
、

ニ

ヲ

ナ
ラ
ン

ノ
シ
テ

セ
ル

シ

ノ

ヲ

皆
ケ
リ

本
レ

老
子
。
然

ル
ニ

考
レ

其
書
、
盖
駁
書
也
�
。
其
渾
�
而
類
者
	
少
、
竊
取
レ

他
書
、
以

レ
ニ

シ

カ

ノ

セ
ヌ
ケ
ラ
リ
タ
リ

ヲ

ノ

ス
ル合レ

之
者
多
。
凡
孟
管


輩
數
家
、
皆

ラ
ル

見
レ

剽
�
竊
、
嶢
然
ト
シ
テ

而
出
レ

其
類
�
。
其
意
緒

ト
シ
テ
ア
テ

ハ

ノ

ヲ
カ

モ
ロ
モ
ロ

メ
ム
ル
コ
ト

文
辭
、
叉
牙
相
抵
而
不
レ

合
。
不
レ

知
人
之
増

セ
ル益レ

之
歟

。
或
者
衆

シ
テ為レ

聚
斂
、
以

ヲ
カ

モ

ヲ

ニ

ツ

ヲ

セ
ル

成
レ

其
書
歟
�
。
然

レ
ハ

觀
レ

其
、
往
往
有
二

可
キレ

立
者
一

�
、
又
頗
惜

ムレ

之
�
。ア

ハ
レ
ン
テ

憫
二

ノ
セ
ル
コ
ト
ノ

其
為
レ

之

ケ
ツ
リ

セ
ル

ノ

ニ

メ
ニ

ヲ

也
勞

ヲ一

。
令
刋
二

去
謬
悪
乱
雜
者

ヲ一

�
、
取

テ二

其
似
レ

是
者

ヲ一

�
、
又
頗
為

シ
テ

發
レ

其
意
�
、

ヲ
サ
ム

蔵
二

於
家

ニ一

�
。

〈
書
き
入
れ
〉

�
慈
渓
黄
氏
曰
、
文
子
者
云
、
周
平
王
時
、
辛
�
之
字
、
即
范
蠡
之
師
計
然
、
嘗
師
老

子
、
而
作
此
書
。
其
為
之
註
與
序
者
、
唐
人
黙
希
子
、
而
號
其
書
曰
通
玄
真
經
。
然

偽
書
爾
。
孔
子
沒
於
周
平
王
幾
百
年
、
及
見
老
子
。
安
有
生
於
平
王
之
時
。
已
先
能

師
老
子
耶
。
范
蠡
戰
國
人
、
又
安
得
上
師
平
王
時
之
文
子
耶
。
此
偽
一
也
。
老
子
所

談
者
清
虚
、
而
計
然
之
所
事
者
財
利
、
此
偽
二
也
。
其
書
述
皇
王
帝
覇
、
而
覇
乃
伯

字
。
後
世
轉
聲
為
覇
耳
。
平
王
之
時
、
未
有
覇
之
名
。
此
偽
三
也
。
相
坐
之
法
、
咸

爵
之
令
、
皆
秦
之
事
、
而
書
以
為
老
子
之
言
。
此
偽
四
也
。
偽
為
之
者
、
殆
即
所
謂

黙
希
子
、
而
乃
自
匿
其
姓
名
歟
。
傳
注
、
計
然
者
、
范
蠡
之
師
也
。
名
研
。
故
諺
曰
、

研
桑
心
�
。
蔡
謨
云
、
所
著
書
名
計
然
、
盖
非
也
。
呉
越
春
秋
、
謂
之
計
倪
。
漢
書

古
今
人
表
、
計
然
列
在
第
四
、
則
倪
之
與
研
、
是
一
人
、
声
相
近
而
相
乱
耳
。
又
曰
、

范
蠡
既
雪
會
稽
之
耻
、
乃
喟
然
而
歎
曰
、
計
然
之
策
第
七
、
越
用
其
五
、
而
得
意
。

既
已
施
於
國
、
吾
欲
用
之
家
、
乃
乗
扁
舟
、
浮
於
五
湖
。

宋
景
濂
云
、
文
子
十
二
巻
、
老
子
弟
子
所
撰
、
不
知
氏
名
。
徐
廣
曰
、
名
�
。
李
暹

曰
、
姓
辛
、
葵
丘
濮
上
人
、
號
曰
計
然
。
范
蠡
師
事
之
。
裴
�
曰
、
計
然
、
姓
辛
、

字
文
子
。
其
先
晉
國
公
子
也
。
孟
康
曰
、
姓
計
、
名
然
。
越
臣
也
。
蔡
謨
曰
、
計
然

者
、
范
蠡
所
著
書
篇
名
、
非
人
也
。
謂
之
計
然
者
、
所
計
而
然
也
。
顔
師
古
曰
、
蔡

太

田

亨

（３２）２１９



説
謬
矣
。
古
今
人
表
、
計
然
列
在
第
四
等
、
計
然
一
名
計
研
、
�
越
春
秋
、
及
越
絶

書
、
並
作
計
倪
。
倪
與
妍
然
、
三
音
皆
相
近
。
故
訛
耳
。
諸
説
固
辯
矣
。
然
是
書
、

非
計
然
之
所
著
也
。
黄
氏
為
唐
徐
靈
府
作
、
亦
不
然
也
。
抑
因
裴
氏
姓
辛
字
、
文
子

之
説
、
誤
指
為
范
子
計
然
十
五
巻
者
歟
。

�
注
也
。

�
二
字
董
仲
舒
策
。

�
雑
也
。

�
不
出
一
乎
。
如
出
衆
口
非
一
気
類
也
。

�
或
云
、
純
類
老
子
者
少
。

�
管
子
ハ
十
六
篇
。
管
或
作
子
。

�
剽
、
強
取
也
。
又
剽
劫
。

	
孟
子
管
子
之
詞
、
嶢
然
云
其
類
也
。
孟
管
之
詞
、
高
而
不
類
、
故
又
牙
不
合
也
。

ス
ル
カ

ヲ

ル
カ



別
人
増
益
文
子
、
又
文
子
多
聚
他
書
歟
。

�
一
説
衆
人
。
一
説
衆
多
。
言
文
子
聚
斂
他
人
之
書
、
以
為
一
家
之
書
歟
。
借
用
論
語

求
也
。
聚
斂
二
字
。

�
立
言
。
言
有
立
而
可
行
者
也
。


好
処
難
捨
。

�
其
字
十
二
。

�
総
数
百
三
十
七
字
。

�
言
注
之
。

�
蔵
於
子
厚
之
家
。
柳
私
或
注
或
削
、
故
許
外
見
。

本
文
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
訓
点
が
施
し
て
あ
る
ほ
か
、
ル
ビ
が
付
し
て
あ
り
、
読
者
の

便
宜
を
考
慮
し
て
い
る
。

書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
�
は
題
名
に
関
す
る
注
記
で
あ
り
、
二
段
落
で
書
か
れ
て
い
る
。

第
一
段
落
は
『
黄
氏
日
抄
』
巻
五
十
五
及
び
『
史
記
』
巻
百
二
十
九
よ
り
引
用
し
て
い
る
。

第
二
段
落
は
『
文
憲
集
』
巻
二
十
七
よ
り
引
用
し
て
い
る
。
�
〜
�
に
つ
い
て
は
、
語
句
の

解
釈
、
字
の
異
同
、
書
き
入
れ
者
の
感
懐
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
に
訓
点
を
付

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

本
文
に
訓
点
を
付
し
、
さ
ら
に
『
五
百
家
本
』
の
注
解
に
満
足
せ
ず
、
解
釈
に
必
要
な
典

拠
、
異
同
の
資
料
、
独
自
の
解
釈
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
柳
宗
元
詩
文
に
対
す
る
読
解
が
深

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

東
北
大
学
蔵
本
に
は
、
後
述
す
る
抄
物
か
ら
の
引
用
も
多
々
見
ら
れ
る
。
書
き
込
ま
れ
る

内
容
に
は
、
書
き
入
れ
者
が
訓
点
と
と
も
に
解
釈
を
書
き
入
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
柳
文
に

関
す
る
講
義
録
（
抄
物
）
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
書
き
入
れ
る
場
合
も
存
す
る
。

五
山
版
に
禅
林
で
行
わ
れ
た
柳
文
講
義
録
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
書
陵

部
本
�
と
国
立
民
俗
博
物
館
本
と
東
洋
文
庫
本
�
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
五
山
版
『
五
百
家

本
』
の
書
き
入
れ
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
期
の
柳
文
解
釈
の
実
態
が
明
確
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

五
、
抄
物
の
誕
生

五
山
版
『
五
百
家
本
』
が
流
行
し
、
多
種
多
様
の
柳
文
解
釈
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

便
宜
を
は
か
っ
て
そ
れ
ま
で
の
解
釈
を
整
理
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
書
き
留
め
ら
れ

た
も
の
が
、
建
仁
寺
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
る
『
柳
文
抄
』
で
あ
る
。

『
柳
文
抄
』
は
『
五
百
家
本
』
を
底
本
と
し
て
抄
さ
れ
て
い
る
。
全
六
冊
で
構
成
さ
れ
、

巻
十
四
・
三
十
九
・
四
十
四
・
四
十
五
に
対
す
る
抄
を
欠
く
。
第
六
冊
の
奥
書
よ
り
、
永
禄

八
年
（
一
五
六
五
）、
林
宗
二
が
六
十
八
歳
の
時
、
禅
昌
院
の
健
公
首
座
所
有
の
本
を
借
用

し
て
不
休
庵
に
お
い
て
書
写
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
抄
者
（
第
一
書
写
者
）

が
誰
で
あ
る
の
か
判
明
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
身
の
実
態
が
不
明
で
あ
る
。『
柳
文
抄
』
に

は
当
期
に
行
わ
れ
た
禅
僧
の
解
釈
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
柳
文
読
解
の
深
化
の
痕
跡
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
前
項
と
比
較
す
る
た
め
に
、
巻
四
「
弁
文
子
」
を
例
と

（３３）２１８

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容



し
て
あ
げ
る
。

文
子
ヲ
モ
宋
景
濂
弁
シ
タ
。
黄
氏
日
抄
ニ
モ
弁
シ
タ
。
此
文
ニ
其
字
十
二
ア
リ
。
戯
タ

文
也
。
此
亦
一
体
也
。
此
文
ハ
百
三
十
七
字
ノ
文
テ
辞
簡
ニ
語
足
也
。

盗
取
別
書
文
、
文
子
カ
シ
タ
ヤ
ラ
ウ
。
后
人
カ
シ
タ
ヤ
ラ
ウ
。
管
子
八
十
一
篇
ア
リ
。

辞
在
文
子
中
、
サ
ツ
ハ
ト
別
ニ
見
ヘ
タ
。

不
合
、
他
人
ノ
辞
ヲ
取
テ
盗
剽
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
意
ト
辞
ト
ク
イ
チ
カ
ウ
テ
不
合
也
。

題
注
、
豈
徐
李
有
以
折
之
歟
。
李
逞
訓
カ
注
。
旧

言
旧
之
九
巻
ヲ
分
析
シ
テ
作
十
二
巻

也
。

其
伝
曰
、
伝
ハ
注
也
。

題
注
、
周
安
王
、
周
末
ノ
君
也
。

注
、
叉
手
―
、
指
ノ
其
錯
ル
ト
叉
牙
ト
歯
ト
ハ
不
合
者
也
。
喩
ニ
云
也
。

衆
―
、
或
自
多
ク
聚
斂
他
書
一 ヲ

成
此
書
歟
。
或
云
、
衆
ハ
衆
人
之
義
、
ソ
レ
ハ
上
ノ
義

ト
同
様
ニ
ナ
ル
也
。

儘
見
立
行
者
―
、
ヨ
リ
ア
ウ
テ
モ
セ
ヨ
、
一
人
シ
テ
モ
セ
ヨ
、
無
代
ニ
ス
テ
マ
イ
処
ア

リ
。
此
語
勢
面
白
也
。
立
言
ト
ハ
コ
レ
ヨ
リ
以
前
ニ
ナ
イ
議
論
ヲ
申
ス
。
万
世
立
可
行

者
也
。
発
意
ハ
注
シ
タ
義
也
。

蔵
其
家
、
カ
ウ
雑
乱
シ
タ
ソ
。
削
タ
リ
注
シ
タ
リ
ス
ル
ホ
ト
ニ
公
界
ヘ
ハ
恐
入
タ
。
子

弟
ノ
一
覧
ノ
料
ト
云
ン
ト
テ
蔵
柳
家
云
々
。

こ
こ
で
は
仮
名
抄
で
書
か
れ
、
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
五

山
版
へ
の
書
き
込
み
か
ら
読
解
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
。
東
北
大
学
蔵
本
『
五
百
家
本
』

書
き
入
れ
�
に
お
け
る
『
黄
氏
日
抄
』
や
宋
景
濂
『
文
憲
集
』
に
つ
い
て
は
紹
介
す
る
に
と

ど
め
、
題
註
や
本
文
註
に
関
す
る
注
解
ま
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
に
関
す
る
仮
名
抄

も
詳
細
に
な
っ
て
お
り
、
読
者
の
た
め
に
解
釈
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
。

解
釈
が
深
化
し
て
い
る
の
は
歴
代
禅
僧
の
考
究
成
果
の
賜
物
で
あ
る
。『
柳
文
抄
』
に
そ

の
解
釈
を
引
用
さ
れ
て
い
る
禅
僧
に
は
、
夢
巌
祖
応
（
？
〜
一
三
七
四
）・
中
巌
圓
月
（
一

三
〇
〇
〜
一
三
七
五
）・
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
〜
一
三
八
八
）・
心
華
元
棣
（
生
没
年
未

詳
）・
雲
渓
支
山
（
一
三
三
〇
〜
一
三
九
一
）・
無
因
宗
因
（
一
三
二
六
〜
一
四
一
〇
）・
在

先
希
譲
（
一
三
三
五
〜
一
四
〇
三
）・
伯
英
徳
俊
（
？
〜
一
四
〇
三
）・
太
白
真
玄
（
？
〜
一

四
一
五
）・
岐
陽
方
秀
（
一
三
六
一
〜
一
四
二
四
）・
惟
肖
得
巌
（
一
三
六
〇
〜
一
四
三
七
）・

江
西
龍
派
（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
）・
勝
剛
長
柔
（
？
〜
一
四
五
六
）・
瑞
渓
周
鳳
（
一
三

九
一
〜
一
四
七
三
）・
東
岩
（
未
詳
）
等
が
あ
る
。
中
で
も
江
西
龍
派
と
惟
肖
得
巌
の
抄
が

頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

書
陵
部
所
蔵
『
五
山
書
目
』
や
両
足
院
所
蔵
『
書
籍
目
録
』
に
「
柳
文
抄

太
白
真
玄
」

と
あ
る
他
、『
五
百
家
本
』
書
き
入
れ
に
は
柳
文
に
関
す
る
抄
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
た

め
、
両
足
院
所
蔵
『
柳
文
抄
』
以
外
に
も
柳
文
の
抄
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
五

山
版
『
五
百
家
本
』
と
同
様
、『
柳
文
抄
』
は
禅
林
の
柳
文
解
釈
の
実
態
を
解
明
す
る
の
に

欠
か
せ
な
い
資
料
な
の
で
あ
る
。

六
、
柳
宗
元
に
関
す
る
詠
出

柳
宗
元
の
作
品
に
関
す
る
解
釈
は
時
代
が
降
る
ご
と
に
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

が
、
一
方
で
柳
宗
元
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
た
禅
僧
は
、
柳
宗
元
に
関
す
る
こ
と
を
自
身
の

作
品
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。
初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
〜
南
北
朝
時
代
）
に
お
い
て
、
虎
関
師

錬
は
「
答
藤
丞
相
」（『
濟
北
集
』）
の
中
で
、
国
に
必
要
な
文
章
と
し
て
柳
宗
元
が
実
践
し

た
散
文
を
奨
励
し
、
中
巌
円
月
は
「
中
正
子
外
篇
之
一
敍
篇
」（『
東
海
一
�
集
』）
の
中
で
、

柳
宗
元
の
詩
文
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
想
の
深
遠
さ
と
、
そ
こ
か
ら
創
出
さ
れ
る
諷
喩
を
含
ん

だ
文
章
を
高
く
評
価
し
て
い
�る

。

文
章
を
高
く
評
価
す
る
一
方
、
龍
泉
令
淬
は
号
頌
と
し
て
柳
宗
元
の
作
品
の
中
か
ら
「
愚

渓
」（『
松
山
集
』）
を
詠
じ
、
夢
巌
祖
応
は
柳
宗
元
の
作
品
を
引
き
合
い
に
出
し
て
字
説
を

製
し
て
い
る
。
禅
の
宗
旨
が
関
係
す
る
偈
頌
や
法
語
の
中
で
、
柳
宗
元
の
詩
文
が
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
期
に
あ
っ
て
そ
の
作
品
が
賞
翫
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

太

田

亨
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初
期
に
高
い
評
価
を
得
た
柳
宗
元
は
、
中
期
（
南
北
朝
時
代
末
期
〜
応
仁
の
乱
頃
）
以
降

も
禅
僧
の
詩
文
に
た
び
た
び
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
禅
僧
の
作
品
に
見
ら
れ
る
柳
宗
元
に

関
す
る
こ
と
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
は
、
禅
僧
の
柳
宗
元
に
対
す
る
接
し
方
が
い
か
に
変
化

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

七
、
柳
宗
元
受
容
に
お
け
る
課
題

柳
宗
元
の
作
品
が
中
国
か
ら
移
入
さ
れ
、
禅
林
に
浸
透
し
て
い
く
過
程
を
見
て
き
た
。
主

と
し
て
写
本
『
音
弁
本
』、
五
山
版
『
五
百
家
本
』、
抄
物
『
柳
文
抄
』、
禅
僧
の
詩
文
詠
出

の
四
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
四
視
点
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

写
本
『
音
弁
本
』
に
つ
い
て
は
、
当
期
の
訓
点
を
知
る
の
に
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
解
釈

の
変
遷
を
解
明
し
て
い
く
に
当
た
り
、
重
要
な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
。

五
山
版
『
五
百
家
本
』
に
つ
い
て
は
、
三
点
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
点
は
、

書
き
入
れ
が
豊
富
に
な
さ
れ
て
い
る
『
五
百
家
本
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
誰
が
書
き
入

れ
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
書
き
入
れ
を
比
較
し
、

校
合
す
る
こ
と
で
判
明
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
点
は
、
禅
林
に
行
わ
れ
て
い
た
柳
宗

元
に
関
す
る
抄
、
講
義
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
五
百
家
本
』
に
は
同
一
の
抄
・
講
義

録
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
全
く
異
な
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
禅
僧
間
の
考
究
状
況
が
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
に
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
点
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
注
釈
書
を
整
理
し
、
現
在
散
佚
し
た

書
を
復
元
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
書
き
入
れ
の
中
に
は
『
音
義
本
』
の
注
釈
が
頻
繁

に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
全
て
抽
出
し
、
整
理
す
れ
ば
、
現
在
散
佚
し
て
い
る
『
音

義
本
』
を
幾
分
か
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抄
物
『
柳
文
抄
』
に
つ
い
て
は
、
抄
者
（
第
一
書
写
者
）
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同

一
の
抄
文
が
『
五
百
家
本
』
の
書
き
入
れ
に
存
す
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
校
合
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
特
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
『
五
百
家
本
』
書
き
入
れ
等
を
総
合
し
て
、

『
柳
文
抄
』
の
価
値
が
い
か
な
る
も
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
解
釈
内
容

に
つ
い
て
も
十
分
に
吟
味
し
、
当
期
禅
林
で
行
わ
れ
た
柳
文
解
釈
が
い
か
な
る
価
値
を
有
す

る
の
か
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

禅
僧
の
作
品
に
お
け
る
柳
宗
元
に
関
す
る
詠
出
で
あ
る
が
、
初
期
か
ら
中
期
以
降
へ
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
両
期
の
詠
出
作
品
を
比
較
・
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
受
容
の
変
遷
の
特
徴
を
導
き
出
し
、
同
時
に
そ
の
原
因
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
原
因
究
明
の
資
料
と
し
て
、『
五
百
家
本
』
書
き
入
れ
や
『
柳
文
抄
』
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ま

と

め

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
の
作
品
の
受
容
過
程
と
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
中
世
禅
林
に
お
い
て
、
柳
宗
元
の
作
品
賞
翫
の
対
象
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
が
、
同
時
に
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
不
明
な
点
が

多
々
存
す
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

受
容
過
程
の
実
態
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
ず
写
本
・
五
山
版
・
抄
・
禅
僧
作
品
集
と
い
っ

た
各
種
の
成
果
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
基
礎
的
事
項
を
解
明
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

基
礎
的
事
項
を
一
つ
一
つ
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
、
第
二
期
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
・
室
町
期
に

お
け
る
日
本
漢
文
学
受
容
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
注
〉

�
玉
村
竹
二
著
『
五
山
文
学
』（
至
文
堂

一
九
六
五
）

�
川
瀬
一
馬
著
『
五
山
版
の
研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
会

一
九
七
〇
）

�
柳
田
征
司
氏
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
集
類
の
部
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一

三
号

二
〇
〇
四
年
九
月
）

�
各
注
釈
書
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
新
海
一
氏
「
柳
河
東
集
の
源
流
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』

（３５）２１６

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容



一
五
、
一
九
七
七
）・
同
「『
柳
宗
元
集
』
以
前
・
以
後
―
「
献
平
淮
夷
表
一
首
」
再
考
―
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
八
七
―
一
〇
、
一
九
八
六
）・
戸
崎
哲
彦
氏
「『
柳
宗
元
集
』
考
（
上
）

―
南
宋
『
文
苑
英
華
』
以
前
の
『
柳
集
』
の
種
類
・
特
徴
お
よ
び
そ
の
関
係
・
系
統
を
中

心
に
し
て
―
」（『
彦
根
論
叢
』
二
八
九
、
一
九
九
四
）・
同
「『
柳
宗
元
集
』
考
（
下
）
―

詁
訓
本
・
百
家
注
本
・
音
弁
本
の
特
徴
と
『
文
苑
英
華
』
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
―
」

（『
彦
根
論
叢
』
二
九
〇
、
一
九
九
四
）
に
詳
し
い
。

�
拙
論
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
柳
宗
元
受
容
の
研
究
―
初
期
の
場
合
―
」（『
中
国
古
典

文
学
研
究
』
第
五
号

二
〇
〇
七
）

太

田

亨

（３６）２１５


